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手賀沼は 10年ほど前から侵略的な外来水草ナガエツルノゲイトウ（以下ナガエ）が急激に増え、これ

に対してここ数年、美手連も調査を行ったり、関係する行政機関に対策をお願いしたりしてきました。 

 ところが 2017 年 9 月、大繁茂している水草のかなりの部分が、別な外来水草のオオバナミズキンバ

イ（以下オオバナ）に置き換わっていることがわかりましたが、この植物は凶悪度でナガエをしのぐと

言われ、いっそう緊急な対策が求められる状況になりました。昨年もこのテーマで発表させていただき

ましたが、今日はその続編、今年度この外来水草がどのような状況になっているか、ご報告させていた

だきます。 

 

■手賀沼の外来水生植物 

現在、手賀沼に繁茂している外来水生植物は、ナガエとオオバナです。いずれも南米・北米南部を原

産とする植物で、高い生育密度、速い成長速度、植物体の一部からでも生育すること、水草にもかかわら

ず水陸両用で、陸でも繁茂することなどの特徴も共通しています。が、今言ったように凶悪度はオオバナ

のほうがより高く、私たちも「ナガエに手賀沼が席巻されてしまった」と思っているうち、気がつけばそ

のナガエを押しのけて、オオバナが勢力を伸ばしていたというのが昨年までの状況でした。 

 

■今日の内容（2018年度の調査・駆除一覧） 

そこで今日のご報告ですが、この１年で手賀沼の外

来水生植物がどう変化したか、主に美手連による調査

をもとにまとめました。昨年の千葉県生物学会では前

日の 2月 17日に冬季の調査を行い、速報で写真 2枚を

ご紹介しましたが、美手連では 2018年度にもすでに 3

回、船による調査を実施しています。4月 2 日、11月

8日、今年 2月 13日です。そのほか、市民向け駆除体

験講座などのとき見学会を開催したり、駆除したとき

に気づいたこともありますので、日付順にご紹介した

いと思います。 

 

■2018年 2月 17日上沼（手賀大橋西側）船上調査 

昨年度最後の調査は他の植物が枯れている冬季に、

ナガエ群落の中に混在しているオオバナを確認する目

的で行いました。ナガエもオオバナもすっかり枯れて

いましたが、両者の色はまったく異なっていました。

枯れたナガエは薄茶色なのに、オオバナは赤茶色をし

ており、簡単に識別ができることがわかりました。そ

のため、11月に判定したより、実際にはオオバナ繁茂

域がより広範囲に渡っていることがわかりました。 

また、オオバナの水中の茎は節のようになっていて、

  
「手賀沼での外来水生植物の繁茂・防除の足跡 2018 年」 

美しい手賀沼を愛する市民の連合会 半沢裕子（手賀沼水生生物研究会） 

※以下は、2019 年 2月 23 日千葉県生物学会（会員研究発表）で発表した内容に加筆したものです。 
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そこから水中根が出ていることがわかりました。さらに、オオバナの新芽がすでに出ていることがわか

ります。オオバナは 2月にはすでに準備万端整えて春を待っているのです。しかし、ナガエも負けてお

らず、他の植物が眠っているこの時期、やはり準備が

始まっていることが確認できました。 

11 月にナガエとオオバナが大陸を成していた第二

機場前も驚きでした。あの混生大陸がきれいに消えて

いたのです！どこへ行ったのか？ナガエやオオバナが

切れ藻になると、青々とした時期でも沈むことは少な

く、ドンブラコと流れていきます。推測ですが、枯れ

藻はばらけて、対岸の根戸新田や大津川の河口に漂っ

ていったのではと思われます。それにしても、あの一

大大陸が消えてなくなるとは驚天動地でした。 

 

■ 2018年 4月 2日 上沼 船上調査 

2018年度最初の調査は 4月 2日でした。2月にナガエもオオバナも新芽がついていたため、その後の

繁茂状況を確認する目的でした。2 月にはナガエ・オオバナ混生大陸が忽然と消えたと言いましたが、

前年の群落の崩壊したものが塊になってあちこちに漂流、漂着していました。沼の水位が上がるととも

に枯れた群落が浮き上がり、離岸したのではないかとも考えられます。群落では前年の茎や葉は枯れて

分解し始めていますが、芽吹きの土台としてしっかり機能していました。また、第二機場前の大陸がな

くなり、かつて厚く広がっていたヨシ帯がすっかり後退してしたことが確認されました。今後、ナガエ

とオオバナによるヨシ帯の衰退は大きな問題になりそうで

す。ヨシやマコモの成長速度はナガエやオオバナよりずっ

と遅いので、一度衰退したヨシ帯の回復は非常にむずかし

いと思われます。 

また、漂着したナガエ、オオバナが沈んだところでは、

植物体の分解により、水が嫌気状態になっていました。こ

ういう水の COD(化学的酸素要求量；水の有機汚濁の指標)

は悪化するので、手賀沼全体の水質に悪影響を与える可能

性があります。 

 

■2018年 9月 23日 外来水生植物駆除体験講座（第 2回） 

6 月にも 2 度ほど目視による調査を行いましたが、

9 月には 3 月に第 1 回を実施した外来水生植物駆除体

験講座の第 2回を開催。このときも船上見学会を実施

しました。改めて驚いたのは、前年の 8月にきれいに

駆除したボート店桟橋の周りが、ナガエ・オオバナ群

落にぎっしり埋め尽くされていたことです。 

 

■2018年 9月 27日 上沼 船上調査 

9 月末に産経新聞の取材を受けるにあたり、現状を

見る必要があり、知人に頼んで船を出してもらいまし
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た。西側を 1周して強く感じたのが、ヨシやマコモの

衰退ぶりでした。第二機場前には再びナガエ・オオバ

ナ大陸が形成され、岸に近寄れませんでしたが、対岸

の根戸新田では、オオバナがヨシの足元を覆っている

のがよくわかりました。なぜ、足元を覆われただけで

弱るのか不思議に感じました。 

 

■2018年 10月 31日 大津川河口 駆除活動 

美手連では 2016 年度より千葉県柏土木事務所や柏

市、我孫子市の市役所や建設業会と協働で、外来水生

植物の駆除を実施してきましたが、今年度は 10 月 31

日に、大津川河口での駆除を実施しました。大津川の

河口もナガエが繁茂し、下流から上流に繁茂域が広が

りつつあります。ナガエの大群落がちぎれて流れるこ

とが最初にわかったのも、大津川の河口でした。 

大きな群落を駆除しましたが、全体としてはほんの

一部といえます。しかし、まずは駆除の光景をご覧く

ださい。とても大変な作業ということがわかると思い

ます。 

この日の駆除は 3時間 15 分、57 人で取り

掛かり、4 トントラック 4 台、3 トントラッ

ク４台で約 8 台、計 8 台 28 トンでした。し

かし、河口の足場の悪いところでも、船を上

手に使い、駆除できることがわかりました。

アルバトロスヨットクラブさんのご協力の

たまものです。 

当日駆除した群落は大きなものが 2～3 個

でしたが、総重量、トラック 8台分、57人が

3 時間あまり働いて、これだけの駆除しかで

きないことを考えると、手賀沼の今後がさら

に思いやられます。 

ところで、私見ですが、なぜナガエやオオバナより

背の高いヨシやマコモが足もとを覆われてやられて

しまうのか、ヒントを見つけました。ナガエが陸地に

上がるとき、硬い茎が針のように地べたを這い、他の

植物の足元に網のように入り込んでいるのを見つけ

ました。また、ヨシの根元の方を見ると、やはりナガ

エの茎がヨシの株を縫うように縦横に入り込んでい

るのが見られました。さらに、入り込んだ茎には節が

たくさんあり、そのすべての節からひげ根が出ていま

した。推測ですが、ナガエはまず、編針を刺し込むよ

調査事業 
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うに強い茎でヨシやマコ

モの根っこの株を縛り、茎

が太れないようにする一

方、たくさんのひげ根を出

してヨシやマコモの根が

延びられないよう阻害す

るだけでなく、栄養も搾取

してしまうのではないか

と考えました。素人の私見ですが、今後、研究者の方に解明していただきたいと思います。 

 

■2018年 11月 8日 上沼 船上調査 

2018年度で最大の調査は 11月 8日に実施しました。

研究者の方と一緒に行った昨年の調査から、ちょうど

1年後となりました。 

このときも、ナガエ・オオバナ群落がさらに数を増

やし、ひとつひとつの大きさも大きくなっていること

が確認されました。 

ヨシ帯は衰退し、手賀沼公園地先東側は巨大化して

いました。 

 

●虫に食われたあと  

手賀沼公園地先の大群落の中をよく見ると、オオバナの葉に食痕があることがわかました。これはキ

タカミナリハムシという虫の食痕で、この虫はオオバナミを好んで食べるらしいのです。一緒に生えて

いるナガエには食痕がまったくありませんでした。逆に、ナガエだけを食べる虫もいるとのことです。

鳥類でもオオバンやコブハクチョウは好んで外来水生植物を食べるとのことです。 

 

今後、どんな生き物がどのようにこれらの群落を利用するのか調べることも、これらの植物を駆除す

る一助になるのではと思いました。 

大堀川河口も年々群落が大きくなり、ついにはずっとつながっています。北岸も南岸も、両岸がすっ

かりナガエとオオバナで埋まっています。 
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花火台船の周辺は昨年も一大混生地帯でしたが、今年はさらに高密度に、より広範囲に生長していま

した。 

 

●アマゾントチカガミ 

台船の隙間に見慣れないウキクサが。これもまた外

来水草で、アマゾントチカガミといい、アクアリウム

用に市販されているとのこと。水を通じて生息域を拡

げる水草の商業利用はもっと慎重にすべきと思われ

ます。 

 

 

 

 

 

 

2017年にナガエ・オオバナ大陸が見つかった北千葉導水第二機場前には、今年も大群落ができていま

した。が、大きなえぐれも見られ、台風で剥離して流れたのかもしれないと考えました。群落の先端が

オオバナというのが、色ではっきりわかります。 

 

大津川河口は浅いので、大きな船では入れませんが、11月には小型船も同行したので、河口から大津

川に入りました。遠くから見ても、両岸が外来水生植物で覆われているのがわかります。 

調査事業 
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■2019年 1月 17日 手賀沼公園ボート店桟橋周辺 駆除活動 

 手賀沼公園の西端の遮光シート実験場で昨年 12 月の手賀沼統一クリーンデイでの取り残しの特定外

来生物ナガエツルノゲイトウとオオバナミズキンバイの駆除をクリーン手賀沼推進協議会が主催で美

手連が参加し行いました。 

 レイキや鎌で除去し、クレーン車で岸辺に引き上げ、

トラックに積み替え搬送しました。ナガエツルノゲイト

ウの広がった茎を除去した下には、オオバナミズキンバ

イがしっかり芽生えていて、そこには、オオバナの葉を

食べるキタカミナリハムシが多数群がっていました。一

部区画を決め、鍬を使って土を掘り返し、茎や根を取り

だし、水洗いをして泥を取り除きました。 

遮光シート上には、布を突き破ってナガエツルノゲイ

トウの茎が顔を出し、この時期に緑色の葉のオオバナミズキンバイが浮揚する様子に驚嘆しました。こ

こについては、2度根こそぎ引き抜きをしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■2019年 2月 13日 下沼（手賀大橋東側） 船上調査 

 手賀沼の下沼のナガエとオオバナの繁茂 状況については、2018年 5月に小規模に調査を行い、上沼

から流出したナガエが下沼においても一部で漂着・繁茂していることを確認しました。下沼は上沼に比

べて、まだ繁茂の範囲は狭いと思われ、増殖期の前の状態を確認してできるだけ繁茂を食い止めるため

に、下沼の詳細調査を行いました。 

【確認調査地点】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

温泉排水流入口 

遊歩道② 

遊歩道① 

高野山新田植生帯 

滝下広場地先 
（滝下揚水機場地先） 

ハス群落の中 

オオバナらしき枯れ草あり 
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船で下沼の岸沿いを目視で調査したところ、地図に示す 5 か所（「手賀沼温泉リゾート」温泉排

水流入地点、高野山新田植生帯、滝下広場地先、遊歩道①手賀沼親水広場地先下流、遊歩道②親水

広場第 2 駐車場地先）で枯れた状態のナガエ群落が確認されました。また、ハス群落の中に漂流ナ

ガエ群落が引っかかっていました。4 か所はナガエのみの群落でしたが、最後の遊歩道②地先では、

枯れた状態でのオオバナと思われる赤茶色の植物が認められたので、今後、注意して監視を続ける

必要があると思われました。 

【手賀沼温泉リゾート 排水流入地点】     【ハス群落の中の漂流ナガエ群落】 

     

 

 

 

 

【滝下広場地先】                    【高野山新田植生帯①】 

    

 

 

 

 

 

 

【高野山新田植生帯②】 

 

 

 

 

 

   

【手賀沼遊歩道① 手賀沼親水広場地先下流】 
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【手賀沼遊歩道② 親水広場第 2 駐車場地先】 

   

        

 

 

 

 

 

 

■まとめ 

2018 年度の状況はこれで以上です。2017 年 8 月、11 月、そして、2018 年 11 月のオオバナ生息地を

並べました。たった 1年数か月でこんなにも大きくなっているのがよくわかります。 

 

今後このように、全体として手賀沼のナガエツルノ

ゲイトウとオオバナミズキンバイはますます広がりつ

つあり、一方、ヨシ、マコモの衰退も心配されます。農

水の関係者が利根川の下流はナガエでいっぱいだ」と

言っていたという話も聞きました。これらが手賀沼か

ら出たものでないことを祈るばかりですが、外来水生

植物の問題はどこの水域でも他人事ではありません。 

 

 昨年も申しましたが、現状はすでに市民団体の範囲

を超えています。おかげ様で手賀沼の危機的状況はず

いぶん広く共有されるようになり、2019年度からはい

よいよ県による本格的な調査が始まる見込みです。今

後はどうすれば効果的に減らすことができるか、生物、

化学、物理、さまざまなトライアルが必要になってく

ることと思います。美手連としても引き続き、できる

ことに取り組んでいきたいと思います。 

 

 

オオバナミズキンバイ 
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【2018 年 10 月 13 日 魚類定量調査及び貝類調査】天候:曇り一時雨 参加者数:7 名 2 艘立ての調査 

調査内容に 2種のモンドリの性能比較を含め、二枚貝の定量調査も行った。魚類はモツゴ、スジエ

ビが他と比較して多かった。タイリクバラタナゴの採捕数は少なくなってきている。ハクレン幼魚が

多数、手賀沼で初確認。貝類調査では手賀沼大橋西側(上流)では以前と比べ生体がほとんど取れなく

なってきている。底質については、ヘドロ状であったところの上に砂が積もり、新たな二枚貝の生息

場所が確認された。 

 

【2007 年～2018 年の継続した貝類調査結果まとめ】   手賀沼水生生物研究会 萩原 富治 

手賀沼に生息する二枚貝類はカラスガイ、ドブガイ類（カラスガイ、ドブガイ類を総称して手賀沼

付近ではタマッケ、渡良瀬遊水地周辺ではカッタケ、霞ヶ浦周辺ではタンカイと呼ばれていました）、

イシガイとされていました（芦原､1984 浅間 1989）。しかし 1990年代以降ほとんど調査は行われてい

ないようです。二枚貝は 2007年の調査当初から調査

員 6-10名による湖内 5点､9-15時の船移動による徒

手採集調査においてもドブガイ類が 5個体程度であ

り、以前に比べると非常に減ってきている印象があ

ります。イシガイについては 2008年に 4個体確認さ

れて以降見られません。カラスガイについては、殻

は毎回確認されていますが、生体は確認されていま

せん。2018年の調査ではドブガイ類のみ 12個体確

認されました。したがって手賀沼湖内ではドブガイ

類だけが生息している現状です。年に一日だけの調査ですが、調査員 6-10名による 12年にわたる調

査はこれまで行われていませんので、貝類生息数の定量調査を継続したいと思っています。 

写真は 2018 年 10 月に採集された約 24cm のドブガイ類 

  
「手賀沼魚類・貝類・プランクトン調査」 

手賀沼水生生物研究会   鈴木盛智 
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【手賀沼とその周辺流域の魚類相】     手賀沼水生生物研究会   

 

 

 

 

 

 

手賀沼水生研究会は 2007年から手賀沼と流域・流入河川調査を年１回から 2回実施し、手賀沼流域

フォーラム企画「手賀沼親子自然観察会」を手賀沼に隣接する用水路で開催してきた。 

この表は、千葉県手賀沼親水広場の指定管理者であった千葉県環境財団が作成した表を基に、手賀

沼水生生物研究会の調査結果を加えて作成した。「昭和の大干拓」「水質汚濁ワースト１」「北千葉導水

による浄化用水注入」の事業等の影響を受け魚類相がどのように変化してきたかが分かる。浄化用水

注入後は、かつて手賀沼で生きていた在来種が復活しているが、それを上回る勢いで特定外来種や国

外外来種等が多く確認されるようになってきている。 

※2007年以降の手水研調査には、手賀沼流域・
流入河川の調査結果も含むが、それ以前の
データは手賀沼のみのデータである。 


